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製品データ（代表的な製品のもので、保証値ではありません）

表の記載は、下地表面が平滑もしくは平滑に処理されていることが前提です。下地の表面が平滑でない場合、不陸などが目立つことがあります。
外装下地基材適合表

下  地  基  材
（法定不燃下地とは異なります。） 適 正 備  考

鋼板類

ガラス
表面がガラス質

ガラス

溶融亜鉛めっき鋼板 ×

焼付塗装鋼板

○
塩ビ鋼板

○

ME、PAシリーズは変色を生じる場合がありますので使用しないでください。
ステンレス

△

チタン
○

下側のフィルム表面を#180のサンドペーパーを用いて表面のエンボスを平滑に
し、特殊フッ素樹脂加工を満遍なく除去後、3M™ プライマーDP-900N3を塗布
してください。作業が適切に行われない場合、接着不良の原因となる場合があり
ます。

重ね貼り ○

当社独自の促進耐候性試験により垂直面で10年間相当の耐候性を有してい
ると判断しています。アルミニウム ◎

アルミニウム以外の下地でご使用の場合に、フィルムの劣化が早まる可能
性があります。

湿度の高い環境下では、接着力が低下する可能性があります。

含水する下地は端部、貼り付け基材側から水分が入り込むと接着不良を行う
可能性があります。

ガラス質の下地は端部、貼り付け基材側から水分が入り込むと接着不良が発生
する可能性があります。

木材
無機系ボード類
モルタル ×

×
×

×
×

・

・

・

・

・

次の下地に貼付した場合、接着不良を起こしますので使用しないで
ください。
無垢材、銅、真ちゅう、鉛、錫、軟質塩ビ、ポリカーボネート、ポリエチレン

（PE)、ポリプロピレン（PP)、ナイロン、フッ素樹脂、ゴム類、シーリング剤

水平面や傾斜面でご使用の場合、またはアルミニウム以外の下地で
ご使用の場合に、フィルムの劣化が早まる場合があります。

金属などの含水しない下地、及びガラス質の下地は端部、貼り付け基
材側から水分が入り込むと接着不良を起こす可能性があります。

表中の記号
◎ ： 適している
○ ：  概ね適している
△ ：  一部の品番のみ適している
× ：  適さない

別途、現場毎に下地調査を行ってから、施工していただくことをお勧め
しています。詳細は取扱説明書をご確認お願いいたします。
取扱説明書：http://www.mmm.co.jp/cmd/dinoc/attention/

下地：不燃材料（金属板に限る。但しアルミニウムを除く）…防火性能：不燃 NM-2401

下地：不燃材料（金属板を除く） …………………………防火性能：不燃 NM-2391

下地：アルミニウム合板金※ ………………………………防火性能：不燃 NM-5228

■防火材料  国土交通大臣認定番号 ■ホルムアルデヒド発散建築材料  国土交通大臣認定番号 MFN-3503（等級：F☆☆☆☆）

※ 詳細については当社 Web サイトを必ずご覧ください。
（不燃材料とは、建設省告示第 1400 号に例示されたもので化粧がほどこされていないものです。 )

3M、DI-NOC、ダイノックは、3M社の商標です。

施工上の注意点

他のシリーズに比べ、フィルムが裂けやすく、また折れジワがつきやすいのでご注意ください。特に施工時のフィルムの貼り剥がし、施工時の
カッターにより切り込みを行う場合に注意が必要です。切り込みがきっかけとなりフィルムが裂けることがあります。
低温環境では、フィルムの折曲げ部分が白化することが発生しやすくなります。屋外での施工での作業環境にはご留意ください。

フィルムを切断する場合は、粘着剤まで確実に切断してください。フィルム表面にカッターの刃の跡をつけて裂くように扱うと、思わぬ箇所で
フィルムが裂けたり、バリが残る場合があります。

屋外耐候性に優れる製品ですが、垂直面以外の傾斜面や水平面などでご使用の場合は、フィルムの劣化が早まることがあります。また、アルミ
ニウム以外の下地でのご使用の場合も劣化が早まる場合があります。

3次元曲面への施工はご注意ください。フィルムが裂けることがあります。

フィルムに伸縮性がないのでひずみがかかったり、シワを伸ばして貼り付けると、時間とともに筋状に膨れてくることがありますので、貼り始
めの位置決めを正確に一回で行ってください。
ジョイントでフィルムを重ね貼りする場合や、本シリーズの上に重ね貼りする場合は、重ねる部分の下側のフィルムの表面をサンディングして
から3M™ プライマーDP-900N3を塗布してください。

折れジワ注意

裂けに注意

屋外耐候性

3次元曲面に注意

伸縮性に注意

ジョイントの重ね貼り注意

施工温度範囲 12℃～38℃。低温時には温風ヒーターなどを使用して下地基材やフィルムの温度を上げてください。

物理的・化学的特性　

200mm×200mmのアルミニウム板に貼り付けた150mm×150mmのフィルムの中
央に、100mm×100mmのクロスカットを入れ、65℃に48時間放置した後、クロスカ
ット部の最大隙間を測定する。

JIS K7204の規定に準拠した摩耗試験（摩耗輪CS-17,1kg）を実施し、3000回転
後の外観を確認する。

アルミニウム板に貼り付け、65℃に30日間放置後の剥離の有無を確認する。

アルミニウム板に貼り付け規定温度範囲（-30℃～80℃）内で14日間放置後の外観変化、
剥れや変色を確認する。

アルミニウム板に貼り付け、40℃、95%RHの恒温恒湿試験機に30日間放置後の剥離の
有無を確認する。

1mm厚のアルミニウム板にフィルムを貼り付けガードナー衝撃試験機を用い、5℃の
環境下で907gの重りを12.7㎝の高さから落下させる。

アルミニウム板に貼り付け、当社独自の試験機によるキセノン耐候性促進試験を
実施。

寸法安定性 0.3mm以内

耐摩耗性

耐熱性

ヒートサイクル性

色柄の消失なし

剥離などの異常なし

剥離などの異常なし

剥離などの異常や著しい変色なし

耐湿性

フィルムの割れ発生せず耐低温衝撃性

当社換算で10年相当経過後も色の変色はほとんどなし耐候性

接着力
試  験  方  法 結  果

試  験  方  法 結  果

基  材

アルミニウム 20N以上
幅25mm、長さ180mmの帯状のフィルム切片を基材に貼り付け、20℃で48時間
放置。その後、引張試験機を用い、引張速度300mm/分で、180°方向に引き剥が
したときの接着力を測定する。

特  性



優れた耐候性

約10年の屋外耐候性を持つ3M™ ダイノック™ フィルムです。
表面の特殊フッ素樹脂加工により、フィルムの劣化をおさえます。
当社独自の促進試験において、当社換算で10年相当経過後も
色の変色はほとんどありません。

主に内装で使用される3M™ ダイノック™ 
フィルムは 1,000 種類以上のデザインが
あります。外 装 をEX シリーズ、内 装 を
ダイノック™ フィルムのスタンダード製品
と組み合わせることで、内外装のデザイン
の統一感を持たせることが可能です。

シリーズ名と番号が同じものは同柄・近似色と
なっています。
例：FW-1214EX は FW-1214 と同柄・近似色

シリーズ名 番号 副番
（機能製品シリーズ名、補足情報等）

FW-1214EX

西池袋パークフロントビル

現場での高い作業性

ＥＸシリーズはフィルムの厚さが
約0.2mmの粘着剤付きフィルムです。
カッターナイフでの裁断が容易のため、
現場作業にも適してます。

当社換算で10年相当時

試験前 試験後

外装　AE-1634EX、AE-1635EX、ME-007EX、PS-976EX、ST-442EX

内装　PS-885、PS-949、PS-952、PS-1441

屋外耐候性約10年

エンボス・印刷フィルム層
（表面フッ素樹脂加工  塩化ビニル系樹脂）

剥離紙
簡易施工タイプ粘着剤

（アクリル系樹脂）

木目、メタリックを中心に 60 種類の中から選択いただけ
ます。

※屋外耐候性は使用環境などの影響を受けます。10年間の屋外耐候性を保証するものではありません。
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製品データ（代表的な製品のもので、保証値ではありません）

表の記載は、下地表面が平滑もしくは平滑に処理されていることが前提です。下地の表面が平滑でない場合、不陸などが目立つことがあります。
外装下地基材適合表

下  地  基  材
（法定不燃下地とは異なります。） 適 正 備  考

鋼板類

ガラス
表面がガラス質

ガラス

溶融亜鉛めっき鋼板 ×

焼付塗装鋼板

○
塩ビ鋼板

○

ME、PAシリーズは変色を生じる場合がありますので使用しないでください。
ステンレス

△

チタン
○

下側のフィルム表面を#180のサンドペーパーを用いて表面のエンボスを平滑に
し、特殊フッ素樹脂加工を満遍なく除去後、3M™ プライマーDP-900N3を塗布
してください。作業が適切に行われない場合、接着不良の原因となる場合があり
ます。

重ね貼り ○

当社独自の促進耐候性試験により垂直面で10年間相当の耐候性を有してい
ると判断しています。アルミニウム ◎

アルミニウム以外の下地でご使用の場合に、フィルムの劣化が早まる可能
性があります。

湿度の高い環境下では、接着力が低下する可能性があります。

含水する下地は端部、貼り付け基材側から水分が入り込むと接着不良を行う
可能性があります。

ガラス質の下地は端部、貼り付け基材側から水分が入り込むと接着不良が発生
する可能性があります。

木材
無機系ボード類
モルタル ×

×
×

×
×

・

・

・

・

・

次の下地に貼付した場合、接着不良を起こしますので使用しないで
ください。
無垢材、銅、真ちゅう、鉛、錫、軟質塩ビ、ポリカーボネート、ポリエチレン

（PE)、ポリプロピレン（PP)、ナイロン、フッ素樹脂、ゴム類、シーリング剤

水平面や傾斜面でご使用の場合、またはアルミニウム以外の下地で
ご使用の場合に、フィルムの劣化が早まる場合があります。

金属などの含水しない下地、及びガラス質の下地は端部、貼り付け基
材側から水分が入り込むと接着不良を起こす可能性があります。

表中の記号
◎ ： 適している
○ ：  概ね適している
△ ：  一部の品番のみ適している
× ：  適さない

別途、現場毎に下地調査を行ってから、施工していただくことをお勧め
しています。詳細は取扱説明書をご確認お願いいたします。
取扱説明書：http://www.mmm.co.jp/cmd/dinoc/attention/
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下地：アルミニウム合板金※ ………………………………防火性能：不燃 NM-5228

■防火材料  国土交通大臣認定番号 ■ホルムアルデヒド発散建築材料  国土交通大臣認定番号 MFN-3503（等級：F☆☆☆☆）

※ 詳細については当社 Web サイトを必ずご覧ください。
（不燃材料とは、建設省告示第 1400 号に例示されたもので化粧がほどこされていないものです。 )

3M、DI-NOC、ダイノックは、3M社の商標です。

施工上の注意点

他のシリーズに比べ、フィルムが裂けやすく、また折れジワがつきやすいのでご注意ください。特に施工時のフィルムの貼り剥がし、施工時の
カッターにより切り込みを行う場合に注意が必要です。切り込みがきっかけとなりフィルムが裂けることがあります。
低温環境では、フィルムの折曲げ部分が白化することが発生しやすくなります。屋外での施工での作業環境にはご留意ください。

フィルムを切断する場合は、粘着剤まで確実に切断してください。フィルム表面にカッターの刃の跡をつけて裂くように扱うと、思わぬ箇所で
フィルムが裂けたり、バリが残る場合があります。

屋外耐候性に優れる製品ですが、垂直面以外の傾斜面や水平面などでご使用の場合は、フィルムの劣化が早まることがあります。また、アルミ
ニウム以外の下地でのご使用の場合も劣化が早まる場合があります。

3次元曲面への施工はご注意ください。フィルムが裂けることがあります。

フィルムに伸縮性がないのでひずみがかかったり、シワを伸ばして貼り付けると、時間とともに筋状に膨れてくることがありますので、貼り始
めの位置決めを正確に一回で行ってください。
ジョイントでフィルムを重ね貼りする場合や、本シリーズの上に重ね貼りする場合は、重ねる部分の下側のフィルムの表面をサンディングして
から3M™ プライマーDP-900N3を塗布してください。

折れジワ注意

裂けに注意

屋外耐候性

3次元曲面に注意

伸縮性に注意

ジョイントの重ね貼り注意

施工温度範囲 12℃～38℃。低温時には温風ヒーターなどを使用して下地基材やフィルムの温度を上げてください。

物理的・化学的特性　
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央に、100mm×100mmのクロスカットを入れ、65℃に48時間放置した後、クロスカ
ット部の最大隙間を測定する。

JIS K7204の規定に準拠した摩耗試験（摩耗輪CS-17,1kg）を実施し、3000回転
後の外観を確認する。

アルミニウム板に貼り付け、65℃に30日間放置後の剥離の有無を確認する。

アルミニウム板に貼り付け規定温度範囲（-30℃～80℃）内で14日間放置後の外観変化、
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環境下で907gの重りを12.7㎝の高さから落下させる。
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アルミニウム 20N以上
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放置。その後、引張試験機を用い、引張速度300mm/分で、180°方向に引き剥が
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優れた耐候性

約10年の屋外耐候性を持つ3M™ ダイノック™ フィルムです。
表面の特殊フッ素樹脂加工により、フィルムの劣化をおさえます。
当社独自の促進試験において、当社換算で10年相当経過後も
色の変色はほとんどありません。

主に内装で使用される3M™ ダイノック™ 
フィルムは 1,000 種類以上のデザインが
あります。外 装 をEX シリーズ、内 装 を
ダイノック™ フィルムのスタンダード製品
と組み合わせることで、内外装のデザイン
の統一感を持たせることが可能です。

シリーズ名と番号が同じものは同柄・近似色と
なっています。
例：FW-1214EX は FW-1214 と同柄・近似色

シリーズ名 番号 副番
（機能製品シリーズ名、補足情報等）

FW-1214EX

西池袋パークフロントビル

現場での高い作業性

ＥＸシリーズはフィルムの厚さが
約0.2mmの粘着剤付きフィルムです。
カッターナイフでの裁断が容易のため、
現場作業にも適してます。

当社換算で10年相当時

試験前 試験後

外装　AE-1634EX、AE-1635EX、ME-007EX、PS-976EX、ST-442EX

内装　PS-885、PS-949、PS-952、PS-1441

屋外耐候性約10年

エンボス・印刷フィルム層
（表面フッ素樹脂加工  塩化ビニル系樹脂）

剥離紙
簡易施工タイプ粘着剤

（アクリル系樹脂）

木目、メタリックを中心に 60 種類の中から選択いただけ
ます。

※屋外耐候性は使用環境などの影響を受けます。10年間の屋外耐候性を保証するものではありません。

優れた耐候性

約10年の屋外耐候性を持つ3M™ ダイノック™ フィルムです。
表面の特殊フッ素樹脂加工により、フィルムの劣化をおさえます。
当社独自の促進試験において、当社換算で10年相当経過後も
色の変色はほとんどありません。

主に内装で使用される3M™ ダイノック™ 
フィルムは 1,000 種類以上のデザインが
あります。外 装 をEX シリーズ、内 装 を
ダイノック™ フィルムのスタンダード製品
と組み合わせることで、内外装のデザイン
の統一感を持たせることが可能です。

シリーズ名と番号が同じものは同柄・近似色と
なっています。
例：FW-1214EX は FW-1214 と同柄・近似色

シリーズ名 番号 副番
（機能製品シリーズ名、補足情報等）

FW-1214EX

西池袋パークフロントビル

現場での高い作業性

ＥＸシリーズはフィルムの厚さが
約0.2mmの粘着剤付きフィルムです。
カッターナイフでの裁断が容易のため、
現場作業にも適してます。

当社換算で10年相当時

試験前 試験後

外装　AE-1634EX、AE-1635EX、ME-007EX、PS-976EX、ST-442EX

内装　PS-885、PS-949、PS-952、PS-1441

屋外耐候性約10年

エンボス・印刷フィルム層
（表面フッ素樹脂加工  塩化ビニル系樹脂）

剥離紙
簡易施工タイプ粘着剤

（アクリル系樹脂）

木目、メタリックを中心に 60 種類の中から選択いただけ
ます。

※屋外耐候性は使用環境などの影響を受けます。10年間の屋外耐候性を保証するものではありません。

https://dinoc.3mcompany.jp/search/detail/FW-522EX
https://dinoc.3mcompany.jp/search/detail/FW-627EX
https://dinoc.3mcompany.jp/search/detail/FW-618EX
https://dinoc.3mcompany.jp/search/detail/LE-703EX
https://dinoc.3mcompany.jp/search/detail/ME-007EX
https://dinoc.3mcompany.jp/search/detail/FW-330EX
https://dinoc.3mcompany.jp/search/detail/FW-324EX
https://dinoc.3mcompany.jp/search/detail/FA-1530EX
https://dinoc.3mcompany.jp/search/detail/AE-1635EX
https://dinoc.3mcompany.jp/search/detail/FW-7006EX
https://dinoc.3mcompany.jp/search/detail/FW-609HEX
https://dinoc.3mcompany.jp/search/detail/FW-651EX
https://dinoc.3mcompany.jp/search/detail/FW-640EX
https://dinoc.3mcompany.jp/search/detail/PS-957EX
https://dinoc.3mcompany.jp/search/detail/FW-887EX
https://dinoc.3mcompany.jp/search/detail/FW-1113EX
https://dinoc.3mcompany.jp/search/detail/FW-1801EX
https://dinoc.3mcompany.jp/search/detail/WG-1044EX
https://dinoc.3mcompany.jp/search/detail/PS-959EX
https://dinoc.3mcompany.jp/search/detail/WG-7024EX
https://dinoc.3mcompany.jp/search/detail/FW-1022EX
https://dinoc.3mcompany.jp/search/detail/AE-1632EX
https://dinoc.3mcompany.jp/search/detail/AE-1634EX
https://dinoc.3mcompany.jp/search/detail/ST-736EX
https://dinoc.3mcompany.jp/search/detail/PS-090EX
https://dinoc.3mcompany.jp/search/detail/PS-976EX
https://dinoc.3mcompany.jp/search/detail/FW-643EX
https://dinoc.3mcompany.jp/search/detail/FW-625EX
https://dinoc.3mcompany.jp/search/detail/FW-7008EX
https://dinoc.3mcompany.jp/search/detail/ST-442EX
https://dinoc.3mcompany.jp/search/detail/PA-389EX
https://dinoc.3mcompany.jp/search/detail/ME-005EX
https://dinoc.3mcompany.jp/search/detail/WG-960EX
https://dinoc.3mcompany.jp/search/detail/FW-1124EX
https://dinoc.3mcompany.jp/search/detail/FW-233EX
https://dinoc.3mcompany.jp/search/detail/FW-1023EX
https://dinoc.3mcompany.jp/search/detail/FW-1123EX
https://dinoc.3mcompany.jp/search/detail/FW-1805EX
https://dinoc.3mcompany.jp/search/detail/FW-236EX
https://dinoc.3mcompany.jp/search/detail/FW-7011EX
https://dinoc.3mcompany.jp/search/detail/WG-1143EX
https://dinoc.3mcompany.jp/search/detail/FW-1122EX
https://dinoc.3mcompany.jp/search/detail/WG-657EX
https://dinoc.3mcompany.jp/search/detail/FW-1129EX
https://dinoc.3mcompany.jp/search/detail/FW-1214EX
https://dinoc.3mcompany.jp/search/detail/WG-1144EX
https://dinoc.3mcompany.jp/search/detail/PA-187EX
https://dinoc.3mcompany.jp/search/detail/PA-1854EX
https://dinoc.3mcompany.jp/search/detail/ME-004EX
https://dinoc.3mcompany.jp/search/detail/PA-181EX
https://dinoc.3mcompany.jp/search/detail/PA-390EX
https://dinoc.3mcompany.jp/search/detail/PA-039EX
https://dinoc.3mcompany.jp/search/detail/ME-001EX
https://dinoc.3mcompany.jp/search/detail/ME-003EX
https://dinoc.3mcompany.jp/search/detail/ME-002EX
https://dinoc.3mcompany.jp/search/detail/PA-038EX
https://dinoc.3mcompany.jp/search/detail/ME-006EX
https://dinoc.3mcompany.jp/search/detail/WG-1140EX
https://dinoc.3mcompany.jp/search/detail/WG-695EX
https://dinoc.3mcompany.jp/search/detail/FW-650EX
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製品データ（代表的な製品のもので、保証値ではありません）

表の記載は、下地表面が平滑もしくは平滑に処理されていることが前提です。下地の表面が平滑でない場合、不陸などが目立つことがあります。
外装下地基材適合表

下  地  基  材
（法定不燃下地とは異なります。） 適 正 備  考

鋼板類

ガラス
表面がガラス質

ガラス

溶融亜鉛めっき鋼板 ×

焼付塗装鋼板

○
塩ビ鋼板

○

ME、PAシリーズは変色を生じる場合がありますので使用しないでください。
ステンレス

△

チタン
○

下側のフィルム表面を#180のサンドペーパーを用いて表面のエンボスを平滑に
し、特殊フッ素樹脂加工を満遍なく除去後、3M™ プライマーDP-900N3を塗布
してください。作業が適切に行われない場合、接着不良の原因となる場合があり
ます。

重ね貼り ○

当社独自の促進耐候性試験により垂直面で10年間相当の耐候性を有してい
ると判断しています。アルミニウム ◎

アルミニウム以外の下地でご使用の場合に、フィルムの劣化が早まる可能
性があります。

湿度の高い環境下では、接着力が低下する可能性があります。

含水する下地は端部、貼り付け基材側から水分が入り込むと接着不良を行う
可能性があります。

ガラス質の下地は端部、貼り付け基材側から水分が入り込むと接着不良が発生
する可能性があります。

木材
無機系ボード類
モルタル ×

×
×

×
×

・

・

・

・

・

次の下地に貼付した場合、接着不良を起こしますので使用しないで
ください。
無垢材、銅、真ちゅう、鉛、錫、軟質塩ビ、ポリカーボネート、ポリエチレン

（PE)、ポリプロピレン（PP)、ナイロン、フッ素樹脂、ゴム類、シーリング剤

水平面や傾斜面でご使用の場合、またはアルミニウム以外の下地で
ご使用の場合に、フィルムの劣化が早まる場合があります。

金属などの含水しない下地、及びガラス質の下地は端部、貼り付け基
材側から水分が入り込むと接着不良を起こす可能性があります。

表中の記号
◎ ： 適している
○ ：  概ね適している
△ ：  一部の品番のみ適している
× ：  適さない

別途、現場毎に下地調査を行ってから、施工していただくことをお勧め
しています。詳細は取扱説明書をご確認お願いいたします。
取扱説明書：http://www.mmm.co.jp/cmd/dinoc/attention/

下地：不燃材料（金属板に限る。但しアルミニウムを除く）…防火性能：不燃 NM-2401

下地：不燃材料（金属板を除く） …………………………防火性能：不燃 NM-2391

下地：アルミニウム合板金※ ………………………………防火性能：不燃 NM-5228

■防火材料  国土交通大臣認定番号 ■ホルムアルデヒド発散建築材料  国土交通大臣認定番号 MFN-3503（等級：F☆☆☆☆）

※ 詳細については当社 Web サイトを必ずご覧ください。
（不燃材料とは、建設省告示第 1400 号に例示されたもので化粧がほどこされていないものです。 )

3M、DI-NOC、ダイノックは、3M社の商標です。

施工上の注意点

他のシリーズに比べ、フィルムが裂けやすく、また折れジワがつきやすいのでご注意ください。特に施工時のフィルムの貼り剥がし、施工時の
カッターにより切り込みを行う場合に注意が必要です。切り込みがきっかけとなりフィルムが裂けることがあります。
低温環境では、フィルムの折曲げ部分が白化することが発生しやすくなります。屋外での施工での作業環境にはご留意ください。

フィルムを切断する場合は、粘着剤まで確実に切断してください。フィルム表面にカッターの刃の跡をつけて裂くように扱うと、思わぬ箇所で
フィルムが裂けたり、バリが残る場合があります。

屋外耐候性に優れる製品ですが、垂直面以外の傾斜面や水平面などでご使用の場合は、フィルムの劣化が早まることがあります。また、アルミ
ニウム以外の下地でのご使用の場合も劣化が早まる場合があります。

3次元曲面への施工はご注意ください。フィルムが裂けることがあります。

フィルムに伸縮性がないのでひずみがかかったり、シワを伸ばして貼り付けると、時間とともに筋状に膨れてくることがありますので、貼り始
めの位置決めを正確に一回で行ってください。
ジョイントでフィルムを重ね貼りする場合や、本シリーズの上に重ね貼りする場合は、重ねる部分の下側のフィルムの表面をサンディングして
から3M™ プライマーDP-900N3を塗布してください。

折れジワ注意

裂けに注意

屋外耐候性

3次元曲面に注意

伸縮性に注意

ジョイントの重ね貼り注意

施工温度範囲 12℃～38℃。低温時には温風ヒーターなどを使用して下地基材やフィルムの温度を上げてください。

物理的・化学的特性　

200mm×200mmのアルミニウム板に貼り付けた150mm×150mmのフィルムの中
央に、100mm×100mmのクロスカットを入れ、65℃に48時間放置した後、クロスカ
ット部の最大隙間を測定する。

JIS K7204の規定に準拠した摩耗試験（摩耗輪CS-17,1kg）を実施し、3000回転
後の外観を確認する。

アルミニウム板に貼り付け、65℃に30日間放置後の剥離の有無を確認する。

アルミニウム板に貼り付け規定温度範囲（-30℃～80℃）内で14日間放置後の外観変化、
剥れや変色を確認する。

アルミニウム板に貼り付け、40℃、95%RHの恒温恒湿試験機に30日間放置後の剥離の
有無を確認する。

1mm厚のアルミニウム板にフィルムを貼り付けガードナー衝撃試験機を用い、5℃の
環境下で907gの重りを12.7㎝の高さから落下させる。

アルミニウム板に貼り付け、当社独自の試験機によるキセノン耐候性促進試験を
実施。

寸法安定性 0.3mm以内

耐摩耗性

耐熱性

ヒートサイクル性

色柄の消失なし

剥離などの異常なし

剥離などの異常なし

剥離などの異常や著しい変色なし

耐湿性

フィルムの割れ発生せず耐低温衝撃性

当社換算で10年相当経過後も色の変色はほとんどなし耐候性

接着力
試  験  方  法 結  果

試  験  方  法 結  果

基  材

アルミニウム 20N以上
幅25mm、長さ180mmの帯状のフィルム切片を基材に貼り付け、20℃で48時間
放置。その後、引張試験機を用い、引張速度300mm/分で、180°方向に引き剥が
したときの接着力を測定する。

特  性

http://go.3M.com/dinoc/
https://multimedia.3m.com/mws/media/1369483O/ib-din-015-d-pdf.pdf
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